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結露防止内装用仕上塗材
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ホルムアルァヒト放散等級

F☆☆☆☆
内装牡上けの制限なし
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ包工前

近代建築での鉄筋コンクリート造、アルミサッ

シの使用、新しい建材の普及などは、建物の価

値を高め居住性も向上しましたが、反面、気密

性が高まり、通気が悪くなるという弊害をもた

らしました。このため梅雨時期には、室内や押

し入れがじめじめしたり、冬場には結露を生じ

やすい状態になりました。

この結露はかび、ダニ、バクテリアを繁殖させ、

その湿害が深刻化しています。

スズカ防露は、このような結露による被害、か

びの発生などを防ぎ、また室内の湿度をコント

ロールすることで、快適な生活環境を創り出す

内装用仕上塗材です。

●住宅の居室内壁・天井・押し入れ・台所・脱衣場

●工場の屋根裏・ダクト

●倉庫のＭ根裏

●冷凍室に面した壁

●船舶の内部

注)●水が'II‘l[接かかる面には使用しないで下さい。

適用下地

・コンクリート・モルタル・ＰＣパネル

・ＡＬＣパネル・ブロック

・スレート・石こうボード・木部

・鉄骨・カラー折板・鋼板

・アルミニウム板・ステンレス板

結露防止内装用仕上塗材

ホルムアルテヒド放散等級

F☆☆☆☆

内装仕上げの制限なし

　　　　…………一一　　　　………一一一一-
　　　　㎜㎜■■■■㎜■㎜
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Ｉ

防火材料

国土交通大臣認定

ＮＭ-８５７２

ＱＭ-９８１２

ＲＭ-９３６１

不燃材料

準不燃相相

　難燃相料

吊目名:¥1機tl砂場!状塗料塗り

6

湿気を吸収します。

　１ｍの乾燥膜厚で、１�当り最高約600g（ビール大ビン

　１本分相当）の水を吸収し、結露を防ぎます。

6

湿気を調整します。

　塗膜のもつ吸放湿特性により、湿度が高くなると湿気を

　吸収し、逆に湿度が下がると湿気を放出して、室内の湿

　度を調整します。（調湿作用）
あ

防かび性に優れます。

　安全性の高い防かび剤の配合で､かびの発生を抑制します。

6

不燃性です。

　国土交通大臣認定の防火材料です。

6

塗膜物性が優れています。

　各種の素材によく密着し、耐湿性、耐アルカリ性に優れ、

　かつ、適度なたわみ性もあります。

6

施工が容易です。

　水性のため取り扱いやすく、吹付けまたはローラー塗り

　で容易に施工できます。

　●施工後
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結露とは

冬期に、暖房した部屋の窓ガラスに水滴が生じることがあります。これは、室内の水蒸気

が、窓ガラス面を境に外気の低温で冷却され、凝縮して水に変化するためです。この時の

凝縮し始める温度を露点温度といい、また､このような現象を結露と呼びます。一般に室内

の結露は､壁の表面温度が室内の露点温度以下になると発生します。

その主な原因には、

●室内の壁に断熱効果がなく温度が低下する場合

●室内の換気・通気が不十分な場合

●室内で水蒸気を発生するものが多くあり湿度が高くなった時

　などがあります。

｜

※試験方法は､JIS A 6909他による。

低　　温　　安　　定　　性　｜

初期乾燥によるひび割れ抵抗性

付着強さN/�
標準状態

浸　水　後

温冷繰り返し作用に対する抵抗性

耐 衝 撃 （
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－ 一 一

JIS

- 一 一 一 一 一 一

試 験 方 法
………

|

A 6909による｡塊がなく､組成物の分剛及び凝集がないこど　｜
-

JIS A 6909による､、

一一
JIS A 6909による。

JIS A 6909による。

　‥-－一一

ひび割れがない

0.5以十．

0.3以ll

と

… … 一 一

一 一 一 一 二
　｜

　JIS A 6909による。試験体の表面に、ひぴ割れ、はがれ及び膨

　れがなく、かつ、著しい変色及び光沢低下がないこと｡

㎜･㎜㎜㎜㎜㎜㎜･　　　　　　　　　　　　　　　　・　･■㎜㎜■㎜･■■■■
　JIS A 6909による。ひび割れ、著しい変形及びはがれがないこ

　l｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　-一一一一

JISA6909による。（往復500回）。はがれ及び摩耗による基板

の露出がないこと。

JIS

く、

A6909による。ひび割れ、はがれ、膨れ及び軟化溶出がな

浸さない部分に比べて、くもり及び変色が箸しくないこと。

JIS A 6909による。ひび割れ及びはがれがなく、変色の程度が

グレースケーJﾚ３号以11であること。

建設割I?示第1400号

(不燃材料)

JISA6909による。

1�｀IいJの吸水ほ。（乾燥膜厚１皿）
- 一 一

JIS A 6909による。ひび割れ、はがれ及び膨れがないこと｡

一 一 一 一 一 一

ASTM C 666－75による。

　(北海道;!･。寒地建築研究所にて試験)

JISZ2911かび抵抗性試験方法（塗料の試験）による。

朗週間後の評価）

　　ｽｽﾞｶ防露

◎

市販の内装用塗料

[唇挙が猛ｺJlsz2911かび抵抗性試験方法(塗料の試験)による。

[酵i爾間‾'４週間　_･　]

[i4T蓼:舞]アスペルギルスニゲル、ペニシリウム　フニクロスム、

　　　　　クラドスポリウム　クラドスポリオイデス、

　　　　　オーレオバシジウム　プルランス、グリオクラジウム

　　　　　ビレンス

耐 洗 浄 性

耐　ア　ル　カ　リ　性　Ａ　法

耐　　変　　退

発 熱

色　　法

防　露　性　g/�(飽和吸水量)

耐 湿　　性 Ｂ 法

耐　　凍　　結　　融　　解　　性

か び　　抵　　抗　　性

飽和吸水:lt(g/nい
ｌ

塗付II::〔kg/m〕
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(収量比)
1で:ﾂﾞ:li〕　吻回

.
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間隔時間

　(23℃)
施

　　　　　　　　｜

万　法

●モルタル・スレート板・石こうボード･下地の場合

　　･-ａ　　
ｌ　　●|ヽ'地は|一分に乾燥させる　la永々10‘･､ぷ.|ヽ･、pll10以1ヽﾘ　●ご.ﾇい汚れなどは除去し、･|吋IIに:する

　ｌ　　ｌ地調整　　　●木ね|こ・釘なﾋﾟ･で防IIli処jlllがされていない箇所はエボ｀ﾉりを塗虻1･る

ケ于　　

‥1　
2　　下塗り　　　　　スズカll?17イ'｀'‾　　　　　

|
ぶ.M:;n　i0.15｀0‘19　　　1　　　　　2時ljl旧訓･．　ｉ　　　白ﾚY

●鋼板・亜鉛鉄板・アルミニウム板・ステンレス板下地の場合

●升ンダー・リイヤ一プラン一升ンドペーハーなビでさび

●水分・油脂分などぴ】付ji'物は完今に涜拭する

r.ホフラ

●さざなみ状仕上げ(ローラーエ法)

して∧匹

●平滑仕上げ(吹付工法)
ﾚ|………)……

･

●ゆずはだ状仕上げ(吹付工法)

－ 一 一

スズカ防露

　清　氷

ペズカ防露

　清　水

スズカ|追露

　清　水

スズカ防露

　清　水

1()()

　川口

(l－

　1{l【】

0ヽ3

　1(10

0ヽ3

　1【lg】

0ヽ1

黒皮などを除去する　にＨ･Ｄ-レン程度
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　　　　　　　　四ににj.'.

談卸汁　顛訓|作画
　　　　　　　　･II;lj･｣||)l.･IX11j;I

　　　　　　　　　　･-ﾉ'ぺら目片ン
16時lnl以ll　　吹付け目仔･lns

　　　　　　　　　　･|緋jl l臼1.･IXIP;I

　　　　　　　　　　ぃﾉ'バ･ン１い.に
2･111籾旧割1　　115j･田口匯IIlll
　　　　　　　　　　蔵1･JIIIﾓn.･IMP;I

施工上の注意事項

１．気温５℃以ドJIIり185％以ﾄ｡での施llは､造膜性を低下させますので避けてください。

２．枕jl』|副こ塗材はハンドミキサーなどで均一一に檀作し、粘度の調整には清水をご使Jlj

　　ください｡

３．塗材の所要旨は遵守してください。使JI』:l l:が所要量以ドですと塗膜の防露効果が|･

　　分発揮されません｡また、所要JI;:以llですと、施l1時、流れが生じやすくなります

/1.模様、仕|リJなどを、試し塗りで倆認後、本施llに人-jてください。

５．乾燥時、塗師にll11:接風が'11たらないように注意してください。

スズカ防露白･淡彩色

18kg

スズカ防露プライマー　白

18kg

6.11記ﾄ’地以外の場合や治外の場合は最寄りの営業所にお問い合せください｡

取扱い上の注意事項

●取扱い中は、皮膚に触れないようにし、必要に応じて下記の保護具を着jljしてください。

　・|防塵マスク・頭巾・保護めがね・長そでの作業衣・えり巻きタオル・保護手袋・前掛けなど

●容器から出Ｌ入れするときは、こぽれないようにしてください。もしこぽれた場合には、布やウエスで拭き取るか、砂

　などを散布してのち処理してください。

●皮膚に付着した場合には、直ちに石けん水で洗い落とし、痛みまたは外観に変化があるときは、医師の診察を受けてく

　ださい｡

●蒸気・認いなどを吸い込んで気分が悪くなったときには、空気の清浄な場所で安I聳にし、医師の診察を受けてください

●目に入った場合には、直ちに多11111の流水で洗い、できるだけ-I･ll･く医師の診察を受けてください。

●誤-jて飲み込んだときには、直ちに医師の診察を受けてください。

●取扱い後は、手洗い・うがい・鼻孔洗浄を十分に行ってください。

●容･Ｓは密栓L、40℃以下で子供の手のJII;かない　一定の場所を定めて保管してください。特に下記場所での保管は避けて

　ください｡、

　・雨水や直射||光の当たる場所・高温多湿の場所・潮風の当たる場所・凍結の恐れのある場所など

●捨てるときは、産業廃棄物として処分してください。

●詳細な内容が必要なときには、製IIIIII安全データシート（ＭＳＤＳ）をご参照ください。

參スズ次)7･rs絲式自社
本
本

業
術

営
技

部　〒510-0101三重県四日市市楠町小倉1058･4　　　　S059-397,2187

部　〒510-0851三重県四日市市塩浜町I　　　　　　　S059-346-1116

札幌支店

大阪支店

九州支店

仙台出張所

北関東営業所

金沢営業所

平野営業所

熊本出張所

沖縄営業所

S0133-60-6311

S072-862-1601

S092-938-0071

萱0224-82-1633

萱0493-57-0020

S076-267-1922

昔06-6791-6291

昔096-237-3342

昔098-884-6054

東

広

郡

千

静

播

宮

京

島

山

菜

岡

庭

崎

出

出

営

営

出

支

支

張

張

業

業

張

店

店

所

所

所

所

所

S03-5661-2211

S082-277-1116

S024-956-3306

S043-486-0096

S054-236-0825

登0791-67-1468

S0985-50-6840

URL http://www.suzukafine.co.jp/

名古屋支店

四国支店

新潟営業所

多摩出張所

三重出張所

松山出張所

鹿児島出張所

FAX059-397-6191

FAX059-346-4585

　9052-411-1255

　茜0877-24-4621

S025-271-2345

S042-581-2155

S059-397-6115

昔089-905-6733

登099-264-3661

ｌ取扱店

本カタログの内容は､改良などのため､予告なしに変更することがありますので､こ了承くださし
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